




要約:学童期以降の障害児の医療の需要と対応に関する問題を明らかにする目的で大阪府

下 15 肢体不自由養護学校在籍者全員の保護者に行ったアンケー卜調査(回答者 747 名、回

答率 73.2%)に基づき、学童期以降の障害児の健康や介護に関わる問題について検討した。

中・高等部になるに従い、骨関節の異常、摂食障害、褥そう等の合併症が重症化する、今

後、青年期の重度障害児・者が地域で増加すると考えられた。従って学童期以降の障害児

の保健医療需要は今後ますます増加すると予測され、教育・福祉機関との連携を進めると

ともに、医療機関での障害者に対する理解と設備、体制面での改善が急務と思われる。


